
若年教員育成プログラム等の概要 【参考資料１】

【内訳】
　

研修名 日数 基礎研修 １日 基礎研修 0.5日 基礎研修 ４日 共通課題研修 ２日 共通課題研修 ４日

研修名 日数 授業基礎研修 １日 授業基礎研修 0.5日 授業基礎研修 ５日 授業実践研修 ５日 授業実践研修 ３日 教科指導研修 ４日

研修名 日数 宿泊研修 ３日 特定課題研修 １日

研修名 日数 チーム協働研修 ３日 チーム協働研修 １日 チーム協働研修 １日 チーム協働研修 ３日

研修名 日数 教育事務所研修、県立学校研修 ３日 教育事務所研修、県立学校研修 １日

・道徳の授業の進め方
・学級経営の意義
・複式教育、総合的な学習の時間の在り方
・指導要録や調査書の作成
・進路指導、学校安全教育　他

研修名 日数 配置校研修　　　　　　　　　　　　 在籍校等研修 ２０日

○授業チェックシート【参考資料２－４】

・生徒指導の理解、宿泊体験活動プランづくり
・人間関係づくり、特別活動　他

･教育課程の理解、学習指導案の書き方、評価基準の考え方と設
定、授業づくりの基礎・基本、ＩＣＴの活用
・学習指導案検討、ビデオ授業検証
・教科の特性に応じた理解　他

・自己課題の認識等
・学習指導の在り方
・模擬授業及び研究授業
・ビデオ授業検証
・在籍校での授業研修（＊）

・学習評価の在り方、工夫・改善、実践発表
・障害の特性に応じた授業づくり

　異校種の教職員等との集団活動や実際の体験活動を通して、相互
の連携を深めるとともに、児童生徒のコミュニケーション力や人間関
係力を高めるための教育活動を企画・運営する力を身に付けさせ、
学校現場での指導に生かす。

　高知県内の公立の小学校及び中学校並びに県立の中学校、高等
学校及び特別支援学校の９年の教職経験をもつ教諭、助教諭及び
講師（教育公務員特例法施行令第５条に掲げるものを除く。）に対し
て、教育公務員特例法第２４条の規定に基づき、１年間の研修を実
施し、自己課題解決能力やチームマネジメント力の定着を図る。

　教育公務員としての自覚と成長を促すとともに、教育を取り巻く社
会状況について把握させ、社会人としての幅広い知見を得させる。

　教科等指導における基本的な考え方を身に付けさせるとともに、教
材の系統性や組み立て方を理解させる。

　高知県内の公立の小学校及び中学校並びに県立の中学校、高等
学校及び特別支援学校の２年の教職経験をもつ教諭に対して、若年
教員育成プログラムの一環として、1年間の研修を実施し、学習評価
能力や学級経営力の定着を図る。

　高知県内の公立の小学校及び中学校並びに県立の中学校、高等
学校及び特別支援学校の新任の教諭に対して、教育公務員特例法
第２３条の規定に基づき、若年教員育成プログラムの一環として、採
用の日から１年間の研修を実施し、授業基礎力や児童生徒理解力を
育成するとともに、使命感を養い、幅広い知見を習得させる。

　高知県内の公立の小学校及び中学校並びに県立の中学校、高等
学校及び特別支援学校の１年の教職経験をもつ教諭に対して、若年
教員育成プログラムの一環として、1年間の研修を実施し、授業実践
力や学級経営力の向上を図る。

・高知県の教育、教育課題、教育法規
・児童生徒理解、人権教育、特別支援教育、
情報教育、キャリア教育　他

・学級（ホームルーム）経営と授業づくり
・特別支援教育

　児童生徒との信頼関係を築き、集団指導力を高めるとともに、いじ
め・不登校等の教育課題に対して、より具体的で、組織的な対応がで
きるよう、チームマネジメント力や実践的指導力を向上させる。

・本県の児童生徒の状況等
・学校組織マネジメント、教育法規、特別支援教育
・児童虐待・不登校についての理解と対応
・生徒指導

　教科指導における学校課題を通して、より専門的な知識や技能を
習得させるととに、授業改善について若年教員への指導・助言がで
きるように実践的指導力を向上させる。

　授業での実践を通して、学習評価を生かした授業改善の方策を学
び、授業実践力を高める。

　児童生徒理解に基づく実践的な手法を身に付けさせ、学級・ホーム
ルーム経営力を高める。

　教科等指導における自己の課題の解決を通して授業改善を行うと
ともに、教科指導力と実践的指導力を高める。

・カリキュラムマネジメント、自己課題の認識
・学習指導案及び授業評価票の検討
・模擬授業及び研究協議
・教科研究レポートの発表

・学校組織マネジメント、人権教育
・学級（ホームルーム）経営
・模擬授業及び研究協議
・地域、保護者、企業との連携

・模擬授業及び研究協議

　南海地震をはじめとする災害において、児童生徒の命を確実に守
るための危機管理力・防災力を身に付けさせる。

・防災教育に関する研修

　自己の実践上の課題について、研修テーマを設定し、校内での研
修を通して、その課題を解決するとともに、、実践的な指導力を向上
させる。

・自己課題の発見、学習指導案の作成
・模擬授業、研究授業及び研究協議
・教科研究レポートの作成

○評価票【参考資料２－６・７】○授業実践シート

　初任者、10年経験者を中心とする異年次の教職員等が、合同研修の中で協働して学ぶことを通して、実践的指導力やセルフマネジメント力を高めるとともに、同僚性を構築する。

・道徳教育の実際
・学級（ホームルーム）経営の実際
・カウンセリングマインドを生かす指導の在り方　他

○授業実践シート【参考資料２－５】

　児童生徒理解の基本的な考えや基礎的・基本的な知識や技能を
学び、教員としての自覚や実践的指導力を身に付けさせる。

〈教育事務所研修〉
　学級経営及び道徳教育における専門的な知識や技能を学び、児童
生徒理解に基づく実践的な手法や考え方を理解させる。
〈県立学校研修〉
　生徒理解についての専門的な知識や技能を学び、ホームルーム経
営の手法や考え方を理解させる。

○初任者研修調査票【参考資料２－１・２】

・学校組織マネジメント
・学級（ホームルーム）経営の実際

・学校組織マネジメント、人権教育
・学級（ホームルーム）経営
・模擬授業及び研究協議
・地域、保護者、企業との連携

日数

３年経験者研修 １０年経験者研修

１８日＋３００時間 ９日 ４日 １２日＋２０日

ステージⅡ

２日 １日

初任者研修 ２年経験者研修
臨時的任用教員研修

ステージⅠ
研修名

目的

　学習指導案の作成や授業展開、評価な
ど、教科指導の基礎・基本を身に付けさせ
る。

・教員としての心構え
・本県の基本方針、教育課題
・教育関係法規
・特別支援教育

・生徒指導の基礎基本

・授業づくりの基礎基本
・学習指導と評価

・学習指導と評価の在り方

ねらい

内容

ねらい

内容

　臨時的に公立学校の期限付講師として任
用された者に対して研修を実施し、社会性の
育成、教育公務員としての意識付け、授業力
の向上等、教員としての基礎的・基本的な考
え方や実践的指導力を身に付けさせる。

臨時的に公立学校の期限付講師として任用
された３０歳以下の者を対象に、児童生徒理
解の講義や授業実践に関する講義・演習な
どの研修を行い、児童生徒や保護者の信頼
に応える指導力及び授業力の向上を図る。

　学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改善
の視点を理解させる。

　本県の教育課題や服務に関する講義を通
して、教育公務員としての自覚と意欲を高め
る。

　生徒指導における基礎基本を学び児童生
徒理解を深める。

○授業チェックシート ○授業チェックシート

○配置校研修の報告書【参考資料２－３】

○キャリア形成プラン【参考資料２－１・２】

　初任者の課題や学校の実情等に応じた研修内容を、教育センター
等研修との有機的な関連を図りながら実施することで、より実践的な
指導力を身に付けさせる。

内容

・公開授業　１５回以上
（うち管理職等による授業チェックを３回以上）
・参観授業　１５回程度
・必須研修・・・センター等研修の理論的な内容を受け、配置校で必
ず実施しなければならない研修　　他

ねらい

内容

ねらい
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＜評価項目＞ 

○児童生徒理解・学級（ホームルーム）経営

等 

○教科等の指導    ○校務処理 

○服務等 

＜評価項目＞ 

○後期に向上した能力 

○５年次までに身につけさせたい能力 他 

以上の項目について所属長等の所見を記述 

 年間１５回以上の公開授業のうち、管理職による授業評価を

３回以上行い、その状況を報告 

※小学校は、算数、国語、理科、社会/生活、体育の公開授業

を行い、授業チェックを実施 

＜評価項目＞ 

○学習指導に関する評価項目 

○生徒指導に関する評価項目 

○学級（ホームルーム）経営その他に関する評価

項目 
 


